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世
の
中
が
こ
ん
な
に
も
便
利
で
物
が
溢
れ
る
時
代
に
な
っ
た

と
い
う
の
に
、
今
を
生
き
る
私
達
の
中
に
は
、
心
の
葛
藤
や
ス

ト
レ
ス
を
抱
き
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
人
が
多
い
と
い
う
▼
人
は
、

見
え
な
い
未
来
へ
の
不
安
、
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
、
マ
イ
ナ
ス
の

思
い
込
み
等
が
原
因
で
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
時
に
身

体
の
不
調
を
起
こ
す
▼
誰
し
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、
辛
い
事
や

苦
し
い
事
に
も
遭
遇
す
る
。
そ
れ
で
も
知
恵
を
働
か
せ
、
今
を

生
き
抜
く
強
い
気
持
ち
で
、
辛
い
事
や
苦
し
い
事
を
切
り
開
く

手
段
と
し
て
、
今
の
時
代
に
は
癒
し
が
必
要
だ
と
思
う
▼
そ
ん

な
時
、
傍
に
家
族
や
友
人
が
い
た
ら
相
手
が
元
気
に
な
る
よ
う

に
と
想
い
な
が
ら
ハ
グ

(

＝
抱
き
し
め
る)

を
し
て
あ
げ
る
と

良
い
。
日
本
人
に
は
ハ
グ
の
習
慣
が
な
い
の
で
、
ハ
グ
に
抵
抗

が
あ
れ
ば
、
調
子
の
悪
い
箇
所
を
摩
る
、
背
中
を
優
し
く
撫
で

る
、
又
は
、
相
手
の
手
を
握
る
だ
け
で
も
不
安
を
取
り
除
き
、

感
情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
軽
減
さ
れ
、
相
手
の
心
を
落
ち
着
か
せ
、

穏
や
か
な
気
持
ち
を
取
り
戻
す
事
が
で
き
、
更
に
は
自
分
自
身

も
癒
さ
れ
る
▼
日
頃
か
ら
、
私
達
も
相
手
の
身
に
な
り
、
同
じ

目
線
に
な
っ
て
物
事
を
考
え
、
相
手
が
聞
い
て
い
て
気
持
ち
が

良
く
な
る
よ
う
な
真
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
を
話
す
事
が
大
切
で
、

優
し
い
眼
差
し
、
思
い
や
り
の
心
は
相
手
を
癒
す
▼
そ
し
て
今

の
時
期
、
外
に
目
を
や
れ
ば
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、

晴
れ
た
日
に
は
大
地
を
眩
し
い
ほ
ど
に
輝
か
せ
て
い
る
。
私
は

こ
の
時
期
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
漂
っ
て
く
る
金
木
犀
の
香
り

が
好
き
だ
。
金
木
犀
の
香
り
に
は
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
あ
り
、
金
木
犀
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

は
目
の
疲
れ
を
癒
し
、
肝
臓
を
強
化
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
う
。

自
然
の
恵
み
を
取
り
入
れ
た
癒
し
効
果
だ
▼
心
が
疲
れ
た
な
と

思
っ
た
ら
、
少
し
だ
け
肩
の
力
を
抜
い
て
…
大
き
く
深
呼
吸
を

し
て
…
大
地
を
踏
み
し
め
、
周
囲
を
見
渡
し
て
み
れ
ば
、
私
達

の
国
【
日
本
】
に
は
、
最
高
の
癒
し
で
も
あ
る
、
美
し
く
心
和

ま
せ
る
四
季
が
あ
る
。

(

松
本
み
な
子)
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寒
川
大
明
神
の
御
神
恩
へ
の
感
謝
と
更
な
る
繁
栄
を
祈
る
例
祭
が

今
年
も
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

例
祭
前
日
の
十
九
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
流
鏑
馬
神
事
の

執
行
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
降
り
止
み
、
清
め
の
雨
に

祓
わ
れ
た
本
殿
西
側
の
馬
場
は
、
揃
い
の
装
束
を
身
に
纏
っ
た
射
手

が
的
を
射
抜
く
た
び
に
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

翌
二
十
日
午
前
十
時
に
は
、
例
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神
社
本
庁
よ
り

の
幣
帛
を
奉
り
、
責
任
役
員
、
氏
子
総
代
を
始
め
、
全
国
各
地
か
ら

の
崇
敬
者
が
多
数
参
列
さ
れ
、
大
前
に
玉
串
を
捧
げ
拝
礼
さ
れ
ま
し

た
。尚

、
本
年
も
神
社
本
庁
総
長

(

石
清
水
八
幡
宮
宮
司)

田
中
恆
清

氏
と
神
社
本
庁
顧
問

(

三
嶋
大
社
宮
司)

矢
田
部
正
巳
氏
が
参
列
さ

れ
、
田
中
総
長
よ
り

｢

祭
は
宮
司
を
始
め
祭
員
に
よ
り
斎
行
さ
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
参
列
者
も
実
は
祭
典
を
奉
仕
し
て
い
る
の

で
す
。
毎
年
参
列
頂
き
、
更
な
る
御
神
威
を
抱
か
れ
る
事
を
祈
念
し

ま
す
。｣

と
ご
挨
拶
を
頂
き
、
矢
田
部
宮
司
の
乾
拝
の
発
声
に
て
直

の
神
賑
行
事
が
奉
納
さ
れ
た
他
、

特
設
舞
台
で
は
宮
山
総
代
に
よ

り
奉
納
演
芸
大
会
が
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
、
大
勢
の
方
が
夜
遅

く
ま
で
神
社
を
訪
れ
、
例
祭
を

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

����������
����������

����������
����������

����������
����������

����������

会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
太
鼓
橋
の
前
に
は
皆
様
方
よ
り
ご

協
賛
頂
い
た
一
八
〇
灯
余
り
の
提
灯
が
掲
げ

ら
れ
参
道
を
明
る
く
飾
り
、
境
内
で
は
献
茶
・

献
花
・
献
句
・
盆
栽
展
・
水
石
と
美
石
展
・

武
道
大
会
・
奉
納
演
武
・
万
灯
パ
レ
ー
ド
等

▲修祓の儀

▲浦安の舞 (四人舞)

▲流鏑馬神事

▲奉納演芸

▲万灯パレード

�
挨
拶
さ
れ
る
田
中
総
長

▲献 茶
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去
る
九
月
五
日
・
六
日
の
両

日
に
亘
り
、
全
国
に
鎮
座
す
る

一
之
宮
で
組
織
さ
れ
る
�
全
国

一
の
宮
会
�
の
総
会
・
研
修
会

が
、
当
神
社
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

初
日
は
、
午
前
中
に
役
員
会

を
開
催
、
そ
の
後
、
会
員
七
十

四
名
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、

本
殿
裏
に
あ
る
神
嶽
山
神
苑
を

見
学
、
参
集
殿
に
場
所
を
移
し

総
会
が
実
施
さ
れ
、
役
員
人
事
、

平
成
二
十
三
年
度
会
務
報
告
・

収
支
決
算
、
平
成
二
十
四
年
度

事
業
計
画
案
・
予
算
案
な
ど
が

慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
記
念
公
演
と
し

て
、
当
神
社
神
嶽
山
神
苑
を
設

計
し
た
曹
洞
宗
徳
雄
山
建
功
寺

住
職
の
枡
野
俊
明
氏
に
よ
り
、

｢

鎮
守
の
杜
と
庭
園｣

と
の
題

に
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版

｢

世
界
が
尊
敬
す
る
日
本
人
百

人｣

に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
枡

野
氏
は
、
経
済
や
効
率
優
先
の

社
会
に
お
い
て
、
緑
や
文
化
を

ま
も
る
社
寺
の
重
要
性
を
説
き
、

日
本
人
の
美
意
識
と
鎮
守
の
杜

の
関
係
性
を
紐
解
き
、
こ
れ
か

ら
の
神
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て

語
り
、
参
加
者
か
ら
は

｢

他
宗

教
の
方
か
ら
見
た
神
道
・
神
社

観
は
、
日
頃
伺
う
こ
と
が
少
な

く
、
新
鮮
な
感
覚
で
あ
っ
た｣

と
好
評
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ま
た
、
県
内
神
職
が
教
化
活

動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

｢

親
子
で
親
し
む
神
話｣

も
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
研
修
会
と
し
て
、

箱
根
町
の
ポ
ー
ラ
美
術
館
を
見

学
、
ピ
カ
ソ
の
絵
画
等
を
鑑
賞

し
美
へ
の
造
詣
を
深
め
、
そ
の

後
、
箱
根
神
社
を
正
式
参
拝
し
、

全
日
程
を
終
了
。
盛
会
の
う
ち

に
散
会
致
し
ま
し
た
。
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秋
分
の
日
で
あ
る
九
月
二
十
二
日
、
末

社
御
祖
神
社
の
例
祭
並
合
祀
祭
が
し
め
や

か
に
斎
行
さ
れ
、
新
た
に
一
柱
の
御
霊
が

合
祀
さ
れ
鎮
ま
り
ま
し
た
。

御
祖
神
社
に
は
、
宮
山
地
区
を
中
心
に

神
葬
祭
を
営
む
御
祖
講
の
方
々
の
ご
先
祖

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
当
日
は
講
員
多
数
参

列
さ
れ
、
御
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
、
感

謝
の
念
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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当
神
社
に
隣
接
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で

あ
る
興
全
寺
の
墓
所
に
は
、
明
治
初
年
ま

で
当
神
社
で
奉
仕
さ
れ
た
神
主
・
社
僧
等

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
寒
川
神
社
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
教
育
、
産
業
の
発
展
の
礎
を

築
か
れ
た
先
人
達
に
、
慰
霊
と
感
謝
の
報

恩
の
儀
式
が
、
九
月
二
十
二
日
、
神
式
と

仏
式
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

三
万
円

若
林

壮
治

大
和
市
中
央
林
間

一
万
円

渡
�

輝
夫

東
京
都
板
橋
区

〃

小
林
由
美
子

藤
沢
市
大
庭
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寒
川
俳
壇
主
催
に
よ
る
奉

灯
大
句
会
が
去
る
九
月
二
日
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

兼
題

｢

雨
乞｣

席
題

｢

新

涼｣

の
二
題
に
て
句
が
詠
ま

れ
、
厳
正
な
る
選
句
の
結
果
、

最
高
得
点
者
に
は
当
神
社
よ

り
一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
例
祭
期
間
中
は
、

こ
の
句
会
で
詠
ま
れ
た
句
が

境
内
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
賞
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こ
の
度
、
平
成
二
十
四
年
九

月
十
日
付
に
て
石
腰
亮
禰
宜
が

神
職
身
分
二
級
上
に
昇
級
さ
れ

ま
し
た
。

石
腰
亮
禰
宜
は
昭
和
五
十
二

年
に
当
神
社
に
奉
職
さ
れ
て
以

来
、
神
明
奉
仕
に
つ
と
め
ら
れ

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
後
も
御
神
威
の
更
な
る
発

揚
の
た
め
、
益
々
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

本
年
で
四
十
五
回
目
を
迎

え
る
寒
川
神
社
菊
花
・
写
真

展
が
、
十
一
月
十
日
〜
二
十

五
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

近
隣
の
各
菊
花
会
よ
り
出

品
さ
れ
る
絢
爛
豪
華
な
菊
花

約
三
五
〇
点
、
ま
た
寒
川
神

社
の
四
季
折
々
の
様
子
を
写

し
た
写
真
約
一
五
〇
点
が
、

当
神
社
境
内
に
て
展
示
さ
れ

ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
日
〜
十
一
月
二
十
五
日

□�
�
�
�

寒
川
神
社
境
内

□	



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品

□�
�



白
黒
・
カ
ラ
ー
…
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切(

ワ
イ
ド
可)

□�
�
�
�

一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

□�

宮
司
賞･

金
賞･

銀
賞･

銅
賞
他
特
別
賞
多
数

□�
�
�

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日

□�
�
�
�

平
成
二
十
四
年
十
一
月
上
旬(

入
賞
者
へ
直
接
通
知)

□�
�
�
�
�
�
�
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□�
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3
4
5
6
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8

寒
川
神
社
写
真
展
係
�
〇
四
六
七

(

七
五)

〇
〇
〇
四
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当
神
社
の
人
形
奉
斎
殿
で
は

竣
功
以
来
、
お
納
め
頂
い
た
人

形
を
日
々
お
祓
い
し
、
毎
月
一

日
に
は
清
祓
式
を
執
行
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り

｢

人

形
の
日｣

に
因
み
、
年
に
一
度

人
形
感
謝
祭
を
斎
行
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

是
非
こ
の
機
会
に
御
参
拝
下

さ
い
。

!
"
#
$
 

9
*
9
A
+;
B
<

=
>
9
?
@

日
本
国
民
の
大
御
親
神
と
崇

め
ま
つ
る
伊
勢
の
神
宮
で
は
、

今
年
収
穫
さ
れ
た
初
穂
を
奉
り

皇
室
の
弥
栄
、
五
穀
豊
穣
、
国

家
隆
昌
を
祈
念
す
る
神
嘗
祭
が

十
月
十
七
日
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
伊

勢
の
神
宮
で
行
わ
れ
る
神
嘗
祭

に
あ
わ
せ
、
神
嘗
奉
祝
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
す
。
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
主
催
の
祭

式
研
修
会
が
九
月
十
一
日
と
十
三
日
の
二
日
間

に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
神
奈
川
県
祭
式
講
師
、
小
野
和
伸

先
生
の
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
の
も
と
、
午
前
中

は
基
本
動
作
を
見
直
し
、
よ
り
正
し
い
作
法
に

て
祭
祀
が
行
え
る
よ
う
確
認
を
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
は
講
義
に
て
神
葬
祭
に
つ
い
て
歴

史
、
成
り
立
ち
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
地
域

に
よ
り
特
色
の
あ
る
遷
霊
の
儀
の
実
技
や
奉
幣

の
作
法
を
学
ぶ
な
ど
各
自
教
養
を
深
め
ま
し
た
。

当
神
社
を
崇
敬
す
る
商

工
業
者
の
方
々
に
よ
り
組

織
さ
れ
て
い
る
寒
川
神
社

な
作
法
を
す
る
と
い
う

｢

荒
茶｣
の
噺
が
披
露
さ
れ
、

柳
之
助
師
匠
の
ア
ド
リ
ブ

を
含
め
た
話
に
会
場
を
訪

れ
た
大
勢
の
方
々
は
魅
了

さ
れ
、
落
語
の
面
白
さ
を

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

商
工
奉
賛
会
で
は
、
九
月
十
九
日
、
商
工
祈
願
祭
に
て
生

業
繁
栄
が
祈
念
さ
れ
た
後
、
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
落
語
家
の
春
風
亭
柳
之
助
氏
に
よ
り
記
念

高
座
が
開
か
れ
、
戦
国
武
将
が
茶
の
席
に
呼
ば
れ
、
滑
稽

去
る
九
月
一
日
、
日
頃

よ
り
祭
典
を
始
め
、
神
社

の
運
営
に
ご
尽
力
を
頂
く

寒
川
神
社
の
総
代
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る

｢

全
総
代

会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
責
任
役
員
で

あ
る
関
根
晃
氏
が
議
長
に

選
出
さ
れ
、
六
月
以
降
に

行
わ
れ
た
祭
事
・
行
事
の

他
、
古
事
記
編
纂
千
三
百
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年
記
念
公
演
等
の
教
化
活

動
や

(

仮
称)

管
理
棟
の

建
設
工
事
を
含
め
た
事
業

運
営
の
報
告
が
な
さ
れ
、

続
い
て
、
平
成
二
十
三
年

度
の
一
般
会
計
並
び
に
特

別
会
計
の
決
算
報
告
と
例

祭
斎
行
な
ど
の
件
が
、
出

席
さ
れ
た
総
代
の
皆
様
に

詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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寒
川
神
社
の
最
も
古
い
文
書
は
、
室
町
時
代
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る

『

相
州
一
宮
引
付
事』

で
す
。
当

時
の
神
社
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
。
由
緒
・

社
領
・
社
殿
・
摂
末
社
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

古
く
か
ら
現
在
の
八
方
除
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
ま
す
。
室
町
期
の
寒
川
神
社
と
方
位
に
係
わ
る

神
々
。
文
書
よ
り
推
定
復
元
し
た
ジ
オ
ラ
マ
模
型
を

ご
覧
下
さ
い
。
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九
月
十
六
日(
日)

、
第
三
十

九
回
茅
ヶ
崎
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

大
会
予
選
が
、
茅
ヶ
崎
福
祉
会

館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。吟

道
講
座
よ
り

｢

一
般
五
部

(

俳
句･

和
歌)｣

で
成
人
二
十

八
名
に
加
わ
り
五
年
生
の
館
生

二
名
が
参
戦
。
そ
の
内
六
名
の

決
戦
進
出
に
、
見
事
一
名
の
館

生
が
出
場
権
を
手
中
に
し
ま
し

た
。
正
に

｢

継
続
は
力｣

を
場

内
で
熱
く
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
予
選
の
な
い

｢

少
年
の

部｣

で
も
、
十
一
月
の
決
選
に

は
多
く
の
館
生
の
出
場
が
あ
り

ま
す
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
下
、

惜
し
み
な
く
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
七
月
に
行
わ
れ
、
六
名

の
館
生
が
受
賞
し
た
全
国
学
校

秀
作
美
術
展
と
五
名
の
館
生
が

受
賞
し
た
神
奈
川
県
神
社
庁
青

少
年
絵
画
展
書
道
展
に
出
品
し

た
各
々
の
作
品
を
、
例
祭
に
合

せ
回
廊
に
展
示
致
し
ま
し
た
。

秀
作
美
術
展
で
は
、｢
む
か

し
・
い
ま
・
み
ら
い｣

を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
五
十
二
点
、
神

社
庁
絵
画
展
で
は
、
境
内
を
写

生
し
た
作
品
四
十
八
点
、
書
道

展
で
は
、｢

ふ
る
さ
と｣

・

｢

日
本
の
神｣

・

｢

年
中
行
事｣

の
課
題
を
書
き
上
げ
た
四
十
五

点
の
力
作
揃
い
の
展
示
と
な
り

ま
し
た
。

参
拝
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
や

老
夫
婦
も
足
を
休
め
、
感
性
溢

れ
る
作
品
を
見
て
は
、
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
和
や
か
な
心
地
に
な

ら
れ
、
ま
た
、
館
生
の
父
兄
の

方
々
も
自
分
の
子
供
や
そ
の
友

達
の
作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感

概
深
く
見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

例
祭
当
日
、
午
後
四
時
か
ら

は
子
供
神
輿
が
繰
り
出
し
、
館

生
も
大
勢
参
加
し
て
神
輿
を
担

ぎ
、
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
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年
一
回
の
検
診

(

超
音

波
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

一
年
交
互
の
検
診)

40
代

出
来
れ
ば
、
超
音
波
と

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併

用
で
年
一
回
の
検
診

50
代

閉
経
後
は
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
を
中
心
に
年
一

回
検
診

(

閉
経
前
は
40

代
に
準
ず
る)

60
代
以
降

２
年
に
一
回
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診

以
上
で
す
が
、
全
年
代
で
月

一
回
の
自
己
検
診
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
ま
す
。

ま
と
め
る
と
、
閉
経
前
は
超

音
波
中
心
、
閉
経
後
は
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
中
心
の
検
診
に
な

り
ま
す
。
日
本
人
の
乳
が
ん
の

発
症
ピ
ー
ク
の
40
代
は
、
両
者

併
用
の
検
診
が
望
ま
し
い
で
す
。

勿
論
、
す
で
に
し
こ
り
な
ど

の
異
常
を
感
じ
て
い
る
場
合
は
、

検
診
で
は
な
く
、
乳
腺
外
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

癌
に
は
早
期
発
見
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
御
存
知

だ
と
思
い
ま
す
が
、
乳
が
ん
の

早
期
発
見
に
は
乳
が
ん
検
診
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
マ
ス
コ
ミ

等
で
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
い
ざ
乳
が
ん
検
診
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音
波
が
オ
プ

シ
ョ
ン
で
選
択
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
ど
ち
ら
を
受
け
れ

ば
良
い
か
迷
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
ち
ら
を
選
ん
だ

ら
よ
い
の
か
の
質
問
に
答
え
ま

す
。検

査
に
対
す
る
説
明
を
し
ま

す
と
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と

は
、
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

の
こ
と
で
、
撮
影
時
乳
房
を
圧

迫
し
な
が
ら
引
き
伸
ば
さ
れ
る

の
で
、
少
し
痛
み
を
伴
い
、
恐

怖
感
を
持
た
れ
ま
す
。
超
音
波

検
査
は
、
痛
み
も
放
射
線
の
被

曝
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か

比
較
す
る
と
、
痛
み
の
な
い
超

音
波
検
査
が
好
ん
で
選
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
に
は
ど
ち
ら

も
得
意
と
す
る
範
疇
が
あ
る
の

で
、
一
概
に
ど
ち
ら
の
検
査
が

い
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
医
者

に
指
示
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、

一
般
的
な
年
代
別
乳
が
ん
検
診

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
以
下
の
よ
う

に
し
ま
す
。

20
代

血
縁
者
に
乳
が
ん
の
人

が
い
る
な
ど
リ
ス
ク
の

高
い
場
合
の
み
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
や
超
音
波

の
画
像
検
診

30
代

超
音
波
検
査
を
中
心
に
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 � 10月26日(金)
午後２時～３時


�� 寒川神社 参集殿

� � �����������

� � 循環器科 医長

早 苗 努

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡
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寒 川 病 院

介
護
福
祉
士

赤
城
基
予
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
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持
参
の
上
ご
来
苑
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参
籠
が
あ
け
心
静
か
に
参
進
す

る
祭
員
と
献
幣
使
及
び
参
列
者

秋
、
川
を
遡
上
す
る
た
め
、

沿
岸
に
寄
っ
て
来
る
鮭
を
秋
鮭

(

ア
キ
ア
ジ)

と
云
う
。

�
秋
に
穫
れ
る
鯵
だ
と
か
秋
限

定
の
麦
酒
と
思
っ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
な
い
�
と
信
じ
て
い
る
。

(

尚)

彼
方
み
ゆ
ア
ル
プ
ス
の
峰
を
背
に
し
て
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
風
と
戯
る

浜
田

寿
子

病
い
得
て
今
日
ま
た
手
足
痛
む
朝
ト
イ
レ
ま
で
の
歩
行
の
難
し

山
口

幸
子

初
も
ぎ
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
艶
や
か
に
甘
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
歯
ざ
わ
り
も
よ
し

山
根
喜
美
代

茅
萱
の
輪
水
無
月
晦
日
に
く
ぐ
り
抜
け
穢
れ
を
清
め
健
や
か
願
う

亀
山

文
子

仏
壇
の
花
の
賑
い
久
し
振
り
芍
薬
六
輪
す
べ
て
開
け
る

安
藤

慧

米
粒
ほ
ど
の
花
び
ら
大
の
字
に
咲
け
る
雪
の
下
の
花
心
ひ
か
る
る

川
島
惠
美
子

夕
暮
れ
は
も
の
淋
し
気
な
老
犬
と
わ
れ
共
ど
も
を
ふ
ん
わ
り
抱
く

堀
江

照
子

参
内
の
バ
ス
誘
導
の
皇
宮
婦
警
雨
中
を
姿
の
す
ら
り
と
凛
々
し

宇
田
川
時
子

誇
ら
し
く
子
雀
咥
え
猫
の
九
が
姿
見
つ
け
て
か
け
寄
っ
て
く
る

土
屋
ト
ミ
子

山
鳩
の
声
き
き
乍
ら
縁
側
で
夫
と
二
人
で
朝
の
茶
を
飲
む

天
利

春
枝

農
業
に
励
み
た
る
日
は
遥
か
に
て
老
い
た
る
日
々
に
振
り
返
り
お
り

三
留
と
く
子

何
時
ま
で
も
引
き
ず
れ
お
れ
ば
重
た
き
に
晴
れ
る
を
願
い
茅
の
輪
を
く
ぐ
る

岡
元

芳
子

眼
裏
に
今
も
咲
き
を
り
百ひ

ゃ
く

日じ
つ

紅こ
う

終
戦
の
日
に
見
し
赤
き
色

杉
本

照
世

新
蕎
麦
や
水
車
が
客
を
招
き
お
り

根
岸

君
子

境
界
の
争
い
今
に
白
木
槿

む
く
げ

金
指

月
光

ぽ
つ
ね
ん
と
猫
の
影
お
く
良
夜
か
な

相
原

白
蕗

新
涼
や
初
宮
詣
り
の
白
づ
く
め

飛
石

槿
花

蝉
の
殻
門
扉
し
っ
か
り
�
み
を
り

露
木
て
る
子

花
木
槿
明
日
と
云
う
日
は
な
か
り
け
り

伊
藤

公
一

実
を
結
ぶ
千
草
の
中
の
下
山
か
な

千
葉

静
香

薄
べ
り
の
へ
り
に
つ
ま
づ
く
生
身
魂

芹
沢

徳
光

走
り
来
て
走
り
去
り
ゆ
く
夕
立
か
な

倉
谷

節
子

麺
棒
を
新
し
く
し
て
走
り
蕎
麦

金
子

つ
ぢ

ふ
ん
ば
っ
て
流
さ
れ
て
ゆ
く
あ
め
ん
ぼ
う

山
本

朝
子

稲
妻
の
一
閃
鉄
塔
立
ち
上
が
る

菅
沼

保
幸

草
を
刈
る
鎌
に
朝
露
光
り
合
い

松
本
美
智
子

ふ
る
里
は
ど
の
道
行
く
も
虫
の
声

菅
沼
う
め
の

鶏
頭
の
真
赤
に
も
え
て
遠
き
富
士

松
村

信
篤

手
酌
し
て
今
宵
は
一
人
虫
を
聞
く

竹
村
真
砂
美

秋
暑
し
金
銀
銅
に
沸
く
銀
座

原
野

楽
天

ひ
ら
ひ
ら
と
月
夜
の
蟹
の
釣
ら
れ
け
り

岡
田
風
呂
釜

白
木
槿
領
土
諍
い
憂
ひ
け
り

岩
田
美
代
子

大
根
を
蒔
く
の
に
雨
を
待
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